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昭和46年10月15日

　　10月1日現在

と

人　口 7，612（一4）

男 3，768（一4）

女 3，844（0）

世帯数 1，721（＋1）
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田
沢
中
学
校
ス
テ
ー
ジ
完
成

総
工
費
七
百
九
十
五
万
円

　
こ
の
程
、
田
沢
中
学
校
体
育
館
に

ス
テ
ー
ジ
が
増
築
さ
れ
、
総
工
費
七

百
九
十
五
万
円
（
ス
テ
ー
ジ
幕
工
事

別
）
で
藤
田
木
材
が
落
札
し
、
地
下

六
十
八
平
方
米
、
一
階
百
四
十
四
平

方
米
、
中
二
階
（
放
送
室
）
三
十
八

平
方
米
合
計
二
百
五
十
平
方
米
が
、

堂
々
完
成
し
ま
し
た
。

マ
●
雪
三
三
＝
言
三
聯
一
一
言
三
一
＝
。
三
9
…
＝
一
・
三
…
一
…
．
．
8
．
●
7

季
節
の
か
お

　
　
　
味
覚
の
秋

　
ガ
サ
ツ
ガ
サ
ツ

　
落
葉
ふ
み
し
め
　
枝
を
払
い

　
林
の
中
に
分
け
入
る

　
木
々
の
す
き
ま
か
ら

朝
日
が
流
れ
る

　
ウ
ッ
ソ
ゥ
と
し
た
森
が

急
に
は
な
や
ぐと

よ
み
が
え
る

杉
の
切
り
か
ぶ
に
真
っ
白
い
キ
ノ
コ

ゥ
ワ
ッ
　
杉
茸
だ

と
た
ん
に
笑
顔
に
な
る

私
を
ま
っ
て
た
よ
う
に
・
：

一
枚
一
枚
て
い
ね
い
に
取
る

今
晩
は
　
キ
ノ
コ
汁
で

秋
の
味
覚
を
満
喫
で
き
る
ぞ

　
田
沢
中
学
校
体
育
館
は
、
昭
和
三

十
七
年
に
改
築
さ
れ
一
千
四
百
八
十

六
．
平
方
米
の
鉄
骨
造
り
で
ギ
ヤ
ラ
リ

ー
も
設
備
さ
れ
た
当
時
郡
巾
型
の

体
育
館
と
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
同
校
は
、
中
里
村
の
み
な
ら
ず
郡

巾
内
の
中
心
的
位
置
に
あ
る
た
め
、

各
種
行
事
の
会
場
校
と
な
り
、
更
に

情
操
教
育
上
か
ら
も
ス
テ
ー
ジ
の
設

置
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
の
で

こ
れ
が
、
完
成
に
学
区
民
一
同
の
喜

び
は
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
南
雲

　
今
度
、
吉
楽
寛
一
氏
の
任
期
満
了

に
と
も
な
う
後
任
と
し
て
、
教
育
委

員
と
い
う
重
大
な
る
役
目
を
お
引
き

づ
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
教
養
も
経
験
も
な
い
未
熟

者
で
あ
り
ま
し
て
教
育
行
政
な
ど
と

い
う
事
に
関
し
て
は
全
く
の
素
人
で

正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
重
大
な
役
目

を
遂
行
で
き
る
か
ど
う
か
、
抱
負
と

言
う
よ
り
は
む
し
ろ
不
安
が
先
だ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
定
幸

て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
ご
ざ
い

ま
す
。
さ
い
わ
い
、
識
見
卓
越
、
経

験
豊
な
諸
先
輩
が
お
ら
れ
ま
す
の
で

諸
先
輩
の
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を
お
願

い
し
併
せ
て
、
村
民
各
位
の
温
い
御

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て

こ
の
重
大
な
る
役
目
を
果
た
さ
せ
て

戴
き
た
い
と
思
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
何
分
と
も
よ
ろ
し
く
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
あ
り

ま
す
が
、
就
任
の
ご
挨
拶
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
…
…

お
し
ら
せ

　
　
　
　
　
企
画
課

国
土
調
査
を
実
施
し
た
。
大
字
田

沢
、
上
山
、
市
之
越
、
た
カ
ば
の
各

地
区
に
つ
き
、
国
土
調
査
法
第
十
七

条
の
規
定
に
よ
り
、
関
係
地
図
及
び

簿
冊
の
成
果
を
閲
覧
に
供
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

一
閲
覧
期
間
　
昭
和
四
十
六
年
十
月

　
　
　
二
十
五
日
～
十
一
月
十
三
日

一
一
閲
覧
場
所
　
中
里
村
役
場

　
な
お
、
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
、

祭
日
は
閲
覧
い
た
し
ま
せ
ん
。

曹
コ
彗
◎
ヨ
§
§
軍
§
竃

離
農
給
付
金

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
離
農
給
付
金
制
度
が
あ
る
こ
と
を

皆
さ
ん
知
っ
て
お
り
ま
す
か
。

　
離
農
給
付
金
と
は
、
言
葉
通
り
離

農
し
た
人
に
支
給
さ
れ
る
一
時
金
で

支
給
額
は
十
五
万
円
と
三
十
五
万
円
．

の
ふ
た
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
給
付

は
昨
年
発
足
し
た
農
業
者
年
金
基
金

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
離
農
し
た
ら
だ
れ
で
も
貰

え
る
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
一
定
の
資
格
条
件
が
必
要

で
す
。
ま
ず
、
離
農
す
る
ま
で
、
ひ

き
つ
づ
き
五
年
以
上
農
業
を
続
け
て

き
た
経
営
主
で
、
二
十
才
以
上
の
者

に
限
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
二
面
下
段
に
つ
づ
く



§昭和46年10月15日　（2とさか（禦覆鍮錫謂）な
第183号

国
民
健
康
保
険
の
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
課

　
人
は
誰
で
も
健
康
で
明
る
く
、
し

あ
わ
せ
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
「
以
下
国
保
と

い
う
」
は
こ
の
す
べ
て
の
人
の
共
通

し
た
願
い
を
保
険
制
度
に
ょ
っ
て
、

お
互
に
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
を
扱
・
2
こ
こ
ろ

市
町
村
で
す
。
つ
ま
り
、
市
町
村
が

国
民
健
康
保
険
の
経
営
主
体
と
な
っ

て
、
保
険
税
を
集
め
た
り
、
保
険
給

付
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て

手
続
は
市
町
村
の
国
保
の
係
が
扱
う

て
い
ま
す
。

※
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
国
保
に

入
っ
て
い
る
、
中
里
村
に
住
ん
で
い

石
人
全
部
で
す
。
し
か
し
、
職
場
の

健
康
保
険
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険

　
　
　
高
道
山
小
w

公
務
員
共
済
組
合
、
船
員
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
と
家
族

　
（
被
扶
養
者
と
い
う
）
ま
た
、
生
活

保
護
法
に
ょ
っ
て
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

※
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

　
国
保
に
入
っ
た
人
に
は
、
そ
の
し

る
し
と
し
て
世
帯
主
に
「
被
保
険
者

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
保
険
証
ば
、
保
険
診
療
を
受
け
ち

れ
る
資
格
証
明
書
で
す
か
ら
大
切
に

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
の
氏
”

名
等
に
ま
ち
が
い
が
な
い
か
確
か
め

裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
よ
ん
で
お

き
ま
し
ょ
・
つ
。

◎
保
険
証
は
治
療
が
す
ん
だ
ら
必
ず

手
元
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
お
医
者
さ
ん
に
預
け
放
し
は
紛

字
校

教
員
住
宅
完
成

　
去
る
九
月
、
高
道
山
小
学
校
教
員

住
宅
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
住
宅

は
一
棟
二
戸
建
で
あ
り
、
小
規
慎
な

が
ら
近
代
的
施
設
設
備
の
完
備
さ
れ

た
住
み
よ
い
住
宅
で
あ
り
ま
す
。

　
面
積
は
、
第
一
住
宅
が
五
〇
平
方

米
、
第
二
住
宅
が
五
三
平
方
米
合
計

百
三
平
方
米
の
木
造
二
階
建
で
、
総

工
費
三
百
二
十
万
円
で
東
木
材
が
落

札
し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
高
道
山
小
学
校
に
は
こ
れ
ま
で
教

員
住
宅
は
校
長
住
宅
一
棟
し
か
な
く
．

先
生
方
の
下
宿
が
な
か
な
か
み
つ
か

ら
な
い
の
で
、
こ
の
校
長
住
宅
に
、

校
長
先
生
以
下
四
名
の
先
生
方
が
同

居
す
る
と
云
う
不
自
由
さ
で
、
単
身

赴
任
も
止
む
を
得
な
か
っ
た
訳
で
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
教
員
住
宅
の
完

成
に
よ
り
解
決
さ
れ
、
こ
れ
で
安
心

し
て
教
育
に
専
念
で
き
る
と
非
常
に

喜
ん
で
い
ま
す
。

失
等
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

．
◎
保
険
証
を
な
く
し
た
り
、
家
族
に

異
動
が
あ
っ
た
時
、
会
社
等
の
職
場

に
働
く
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
必
ず

十
四
日
以
内
に
手
続
き
し
て
下
さ
い

◎
世
帯
主
は
、
世
帯
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
必
ず
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。
届
出
を

し
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
、
う
そ
の

届
出
を
し
た
場
合
は
、
そ
の
者
に
対

し
て
二
千
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

◎
入
る
場
ム
・

・
転
入
し
た
と
き

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と

　
き

・
生
活
保
護
が
廃
止
さ
れ
た
と
き

・
出
生

◎
や
め
る
場
ム
・

・
転
出
の
と
き

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

　
と
き

・
生
活
保
護
が
開
始
さ
れ
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

※
そ
の
他

◎
住
所
又
は
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た

　
と
き

・
世
世
軍
工
が
変
っ
た
と
き

噂
世
帯
の
合
併
分
離
の
と
き

・
子
弟
が
修
学
で
他
の
市
町
村
に
転

出
す
る
た
め
別
の
保
険
証
が
必
要

な
と
き
（
在
学
証
明
書
が
必
要
）

・
出
稼
ぎ
等
長
期
間
他
府
県
等
に
行

く
た
め
、
別
の
保
険
証
が
必
要
な

　
と
き
手
続
き
は
、
十
四
日
以
内
に
必
ず

印
鑑
、
保
険
証
を
役
場
保
険
課
へ
ご

持
参
下
さ
い
。

（
一
面
下
段
よ
り
つ
づ
く
）

　
つ
ぎ
に
離
農
予
定
者
が
こ
れ
ま
で

経
営
し
て
来
た
自
分
名
儀
の
自
作
地

小
作
地
を
す
べ
て
農
耕
目
的
と
し
て

処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
場
合
、
自
作
地
に
つ
い
て
は
所
有

権
を
譲
り
渡
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
、
処
分
す
る
自
作
地
は
三
〇
ア
ー

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が

　
　
　
次
代
の
社
会
を
に
な

　
　
う
児
童
の
健
全
な
育
成

て
と
甕
の
向
上
を
ね
ら

の
給につい

い
と
し
た
児
童
手
当
制

度
が
、
四
十
七
年
一
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま

す
。◇
支
給
要
件

当
支
一
、
義
務
教
纂
了
前

手
の
児
菱
豊
、
一
人

童
以
上
の
児
童
（
以
下

　
　
　
　
　
「
支
給
要
件
児
童

日しー

7
　
　
と
い
う
）
を
監
護
し

　
　
　
　
　
な
が
・
・
星
計
壼
同
じ

　
く
す
る
そ
の
父
又
は
母

二
、
父
母
に
監
護
さ
れ
ず
又
、
こ
れ

　
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
支
給
要

　
件
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
そ
の
生

　
計
を
維
持
す
る
者
（
祖
父
母
が
孫

　
　
昭
和
1
5
・
4
・

　
を
育
て
て
る
場
合
）

◇
旧
董
手
当
の
額

一
、
児
童
手
当
は
月
を
単
位
と
し
て

　
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は

　
　
一
ケ
骨
に
つ
き
、
三
千
円
に
支
給

　
要
件
児
童
の
う
ち
義
務
教
育
終
了

　
前
の
児
童
で
あ
る
も
の
の
数
を
乗

　
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

＝
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

　
昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

　
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
日

　
以
後
に
生
れ
た
児
章
を
「
義
務
教

　
育
終
了
前
の
児
童
」
と
読
み
替
え

　
る
も
の
と
す
る
。

　
な
お
、
村
内
の
該
当
者
に
つ
い
て

は
現
在
調
査
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
役
場
社
会
課
民
生

係
に
ご
相
談
下
さ
“
。

　
　
　
　
　
　
　
2
9
日
付

金
鶏
勲
章
授
与
者
に
銀
杯

　
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
で

金
鶏
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
に
ょ

っ
て
、
一
時
賜
金
と
し
て
、
国
債
を

支
給
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
内
閣
総

理
大
臣
よ
り
銀
杯
が
贈
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

1
対
象
者

　
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付
で

金
鶏
勲
章
を
授
与
さ
れ
現
在
生
存
し

て
い
る
者
、
但
し
勲
章
受
給
者
が
、

そ
の
う
ち
一
〇
ア
ー
ル
未
満
を
自
家

用
菜
園
と
し
て
手
許
に
残
す
こ
と
は

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
こ
の
給
付
金
は
離
農
者
の

援
助
と
と
も
に
離
農
者
が
手
放
し
た

農
地
を
他
の
農
家
の
規
模
拡
大
に
役

立
て
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
を
も
っ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
離
農
予

定
者
の
あ
と
と
り
や
世
帯
員
以
外
の

者
に
対
し
て
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
も
一
定
の
条

件
が
あ
っ
て
農
業
者
年
金
の
被
保
険

者
の
ほ
か
、
六
十
才
未
満
の
一
定
の

規
模
を
も
つ
経
営
主
や
農
業
生
産
法

人
等
に
譲
り
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
い
ご
に
、
こ
の
給
付
金
で
三
十

五
万
円
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
人
は

ど
う
い
う
人
か
を
か
ん
た
ん
に
申
し

ま
す
と
、
大
正
五
年
一
月
一
日
以
前

の
生
れ
、
つ
ま
り
今
年
の
一
月
一
日

で
五
十
五
才
を
越
え
た
人
で
、
離
農

す
る
一
年
前
に
一
定
規
模
以
上
の
，
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
た
人
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

人
は
十
五
万
円
で
す
。

　
な
お
く
わ
し
く
は
農
業
委
員
会
、

地
元
農
協
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
以
後
死
亡

し
て
い
る
と
き
は
、
死
亡
し
た
者
の

遺
族
も
こ
の
対
象
と
す
る
。

2
手
続
き

　
対
象
者
は
、
役
場
社
会
課
民
生
係

に
連
絡
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

た
ば
こ
を
お
買
求
し
の
際
は

中

里

村

村
内
●
“

、
、
回
貝
い
ま
し

よ
り
つ

中
里
村
乙
ば
こ
消
費
税
増
収
対
策
協
議
会

昭和46年10月15日とさか〈羅覆鎚易鶉）な
鋭 第1β3号

中
浦
館
難
馨
夢

10
月
2
8
日
　
田
沢
小
中
学
校
に

　
　
　
　
お
い
て
関
係
者
の
参
加
を
待
つ

　
当
村
で
は
昨
年
度
よ
り
青
少
年
の

健
全
育
成
に
あ
光
り
、
県
の
総
ム
且
刈

策
本
部
よ
り
推
進
指
定
村
と
し
て
指

定
を
受
け
、
行
政
の
面
か
ら
も
、
小

中
学
校
も
、
そ
の
他
関
係
機
関
団
体

も
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
実
践
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
来
る
十
月
二
十
八
日
に
は
、
村
を

あ
げ
て
こ
の
二
年
間
に
亘
る
実
施

の
概
要
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
二
市
三
郡
の
青
少
年

育
成
関
係
者
を
は
じ
め
、
広
く
県
内

か
ら
参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
指
導
助
言
は
県
青
少
年
対
策
本
部

県
教
育
庁
、
中
越
教
育
事
務
所
等
か

　
　
　
主
目
木
先
生

ら
の
講
師
が
担
当
さ
れ
、
記
念
講
演
、

に
は
、
総
理
府
青
少
年
問
題
審
議
会

専
門
委
員
、
日
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
協
会
長
で
あ
ら
れ
る
寒
河
江
善
秋

先
生
が
来
村
さ
れ
ま
す
。

　
昼
食
休
み
に
は
、
小
、
中
学
生
や

P
T
A
の
コ
ー
ラ
ス
、
さ
ざ
婆
本
な

ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
も
日
程
に

含
ま
れ
て
お
り
、
盛
沢
山
の
行
事
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民

の
皆
様
の
多
数
の
参
加
が
望
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

，
総
合
対
策
で
は
「
青
少
年
に
正
し

い
情
熱
の
焦
点
を
つ
く
ら
せ
る
」
と

い
．
つ
中
心
目
標
に
向
っ
て
、
行
政
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

再
度
来
村

11

月
1
2
日
講
演
会
開
く

　
来
た
る
、
十
一
月
十
二
日
午
後
一

時
よ
り
役
場
議
場
に
お
い
て
、
青
木

一
雄
先
生
を
再
度
、
講
師
に
招
き
講

演
会を

開
き
ま
す
。

　
先
生
に
は
今
年
の
二
月
二
十
七
日

に
も
来
村
い
た
だ
い
て
、
歯
ぎ
れ
の

よ
い
話
し
ぶ
り
と
、
話
し
の
き
れ
は

し
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
は
さ
み
、
人
を

あ
き
さ
せ
な
い
話
し
方
で
、
大
好
評

を
博
し
た
の
で
、
再
度
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
中
里
村
商
工
会
と
中
里
村

公
民
館
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
当
日

は
、
　
「
人
間
関
係
と
話
し
方
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
講
演
を
七
て
下
さ
い
，

関
も
学
校
も
家
庭
も
地
域
社
会
も
一

体
と
な
づ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

あ
た
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
成
果
は
あ

が
ら
な
い
ど
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

発
表
会
を
機
関
に
当
村
に
お
け
る
青

少
年
育
成
総
合
対
策
が
一
段
と
強
力

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
当
日
の
日

程
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
八
時
半
　
受
付

一
一
、
九
時
　
実
例
活
動

　
○
学
級
会
活
動
　
O
J
R
C
活
動

　
○
生
活
指
導
　
○
進
路
指
導

　
○
栄
養
教
室
　
○
母
子
組
織
育
児

　
　
相
談
会
　
O
柔
、
剣
道
練
習

　
o
詩
吟
練
習
　
○
コ
ー
ラ
ス
練
習

　
○
子
ど
も
会
役
員
交
歓
会

　
、
十
時
よ
り
開
会
式

　
、
十
時
二
十
分
　
　
全
体
発
表

　
○
行
政
施
策
　
教
委
　
樋
口
信
治

　
9
字
校
関
係
　
田
沢
中
南
雲
昭
治

　
、
十
一
時
十
分
　
　
分
科
会

　
○
特
別
活
動
部
会
　
○
生
活
指
導

　
部
会
（
小
、
中
二
部
会
）
O
指
路

五

飲
酒
運
転
防
止

　
　
カ
ギ
は
婦
人

　
春
い
ら
い
、
田
沢
駐
在
所
の
関
田

巡
査
長
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
に
主

婦
の
協
力
を
強
く
呼
び
か
け
ら
れ
、

事
故
防
止
の
カ
ギ
、
は
婦
人
に
あ
る
と

欄
か
さ
れ
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
い
、
一
番
多
い
子
供
の
飛
出
し

老
人
の
歩
行
、
身
障
者
、
あ
わ
せ
て

飲
酒
運
転
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

ま
す
の
で
、
隣
り
近
所
お
さ
そ
い
あ

わ
せ
の
う
え
、
お
で
か
け
下
さ
い
。

　
　
　
の

　
　
　
の
方
々
に

た
。
と
く
に
最
近
、
飲
酒
運
転
が
多

く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
重
点

的
に
、
飲
酒
運
転
を
無
く
す
る
よ
う

に
努
力
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
車
を

　
　
　
　
　
　
　
　
マ

運
転
し
て
こ
ら
れ
た
お
客
様
に
は
絶

対
に
、
お
酒
を
出
さ
な
い
よ
う
に
婦

人
会
で
は
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す

の
で
、
車
を
運
転
す
る
方
は
、
　
「
あ

O
指
導
部
会

O
明
る
い
家
庭
づ
く
り
部
会
　
○

地
域
子
ど
も
会
育
成
部
会
　
○
グ

ル
；
プ
活
動
部
会
（
体
育
と
文
化

二
部
会
）
○
青
少
年
対
策
推
進
部

　
　
　
　
　
　
去
る
＋
月
＋
日
体

　
ム
本
　
　
育
の
日
、
小
出
町
（

　
大
勝
”
輩
冶
）
で
行
な
わ

　
道
優
れ
た
・
第
九
回
二
市

　
剣
初繋
、
瀬
灘

　
刀
口
、
　
ホ
ー
ツ
少
年
団
が
初

　
う
マ
イ

　
魚
沢
参
加
、
小
学
生
の
部

回
三
田
団
体
で
初
出
場
が

9
市
　
　
ら
優
勝
し
ま
し
た
．

牌
弟
二
　
　
　
　
ま
た
、
個
人
戦
で

　
　
　
　
　
　
も
田
沢
勢
の
活
躍
が

レ
観
客
の
目
を
ひ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り

　
◇
団
体
（
小
嵩
孟
士
の
部
）

　
優
勝
　
田
沢
小
学
校
A
チ
ー
ム

　
◇
個
人
（
小
学
生
の
郎
）

　
　
一
位
　
平
野
武
人
（
田
沢
小
）

　
　
三
位
藤
田
幸
久
（
　
〃
・
）

　
　
三
位
　
岡
村
立
士
（
　
〃
　
）

ハ
写
真
は
、
優
勝
旗
、
賞
状
を
手
に

し
た
田
沢
小
の
豆
剣
士
の
面
々
）

の
家
は
わ
か
ら
な
い
」
又
は
、
　
「
あ

の
家
は
固
い
」
と
か
思
わ
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
家
庭
で
は
外
出
す
る
時

は
必
ず
事
故
防
止
の
一
声
を
か
け
る

よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

　
そ
う
し
て
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
よ
う
、
婦
人
会
の
方
々
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
中
里
村
婦
人
連
絡
協
議
会

会
六
、
十
二
時
三
十
分
　
昼
食
と
レ
ク

　
　
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
○
田
沢
小
合
奏
　
○
田
沢
中
コ
ー

　
ラ
ス
　
O
P
T
A
ゴ
ー
ラ
ス
　
○

　
さ
ざ
婆
本
　
0
公
民
館
　
○
青
年

　
学
級
コ
ー
ラ
ス

七
、
士
二
時
二
十
分
　
指
導
講
評

八
、
十
三
時
四
十
分
　
記
念
講
演

　
総
理
府
青
少
年
間
題
審
議
会
専
門

中
里
文
芸

　
　
　
十
月
投
稿

　
　
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

漂
白
の
旅
め
く
れ
く
る
秋
の
海

雨
に
散
る
萩
高
原
の
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

サ
ー
カ
ス
の
一
群
を
埠
2
ツ
野
分

盆
の
灯
に
鳥
踊
り
と
云
2
身
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

あ
の
星
が
分
れ
嶺
よ
　
萩
の
宿

父
母
の
川
鱒
放
卵
の
清
津
峡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
月

稚
児
の
ほ
ほ
赤
く
靴
下
厚
く
な
る

栗
の
実
を
集
め
働
ら
く
リ
ス
の
空
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

風
さ
ら
さ
ら
柚
子
の
匂
い
が
黄
を
ま

も
る
耳
底
に
ア
タ
ン
が
吃
る
野
分
雨

　
委
員
　
　
寒
河
江
善
秋
殿

九
、
十
四
時
四
十
分
　
　
閉
会
式

＋
＋
五
時
　
蟹
臥

愛
の
献
血
を

い
た
し
ま
し
ょ
う

　
　
11
月
2
4
日

　
来
る
十
一
月
二
十
四
日
、
中
里
村

公
民
館
に
お
い
て
献
血
を
い
た
し
ま

一
す
の
で
、
多
数
献
血
に
お
い
で
下
さ

る
よ
う
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
日

　
十
一
月
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練

習
日
は
、
四
日
、
十
八
日
で
す
。

　
冬
に
そ
な
え
て
身
体
を
き
た
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

芋
や
わ
ら
か
に
煮
え
銀
漠
の
尾
に
ち

ち
は
は

梨
が
葉
を
降
ら
す
青
天
が
振
る
土
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

紬
縫
う
め
ん
ど
に
秋
風
だ
け
通
し

眠
り
来
る
子
の
瞳
の
素
直
赤
の
ま
ま
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

週
末
の
食
卓
秋
鰺
焼
い
て
待
つ

ケ
ん
ど
う
に
は
せ
る
は
夢
多
き
日
の

野
末
　
　
短
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
知

長
き
夜
に
寝
乍
ら
段
取
る
百
姓
に

　
　
夜
中
の
雨
は
地
を
た
た
き
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
沙
緒

　
朝
や
け
と
宵
の
月
見
る
我
が
庭
に

　
　
甘
柿
熟
れ
て
色
つ
や
や
か
に

　
金
色
の
波
う
つ
中
に
一
服
を

　
　
汗
す
る
顔
に
ぞ
よ
風
の
吹
く


